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今日は、この考え方を復習しつつ、
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軌跡の一式点を例えば（x.Y）とおいたとき、

解説し

!

Gを（xx）とおく。←（X.y）だとまぎらわしい、題意の条件が成り立つための
T.TT?n-要必分条-_-1ーー件を表した式。 このとき、題意の条件は、

☆ ではどうやって必要十分条件を出していくか？ 「（XX）が.がお=9上を動く点A.（-2，0）.

① 必要条件（⇒）で変形を行い、 12.0）が作る三角形の重心となる」となる。
最後に十分性に）を確認 このための必要十分ーー条件を（XX）で表す。



t = 3 Yi 'が話が或研
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これを.点Aの座標を（s.t）とおいて.
⇒ （3が+13Y）2=9 （代入消去は必要条

件）「5+が9を満たす（st）」 と考える。
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こうすると、題意の条件は、
軌雀1橤ぱいのが出た！
でもこれは題意の条件が成り立つための
必要条件！I三角形の重心となる。ただしSH？9」''
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（必要条件で変形→十分性の確認）

考えると、「三角形」だけ怪しい。

X= S t u n、
⑧ ⇒|Y=ttaoe，重心
の座標公式

（他の式変形は逆も成り立っ）

（足して3で割る） つまり、（S.A）（-2.0）12.0）が三角形と

f t p . 9 cokedieで！



⑧ 成立のための（x.Y）の必要十分条件を考える。煮寮
簏.it
それはつまりグラフから、

最驫］
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が""_（S.t）=（3，0）（-3.0）のとき、

齁 、 . . a n y

ヅ

$

。終）を
斄！黶！臖

クリアな頭に！

t = 3 Y

5+ t 2=9 が存在 .円がない （1×.な）=（1.0）（-1.0）を
除く）ー ー

（st）キ（3.0）（-3，0）
：：：：：.
亹：：：：：竊.......爀.ie○で|13が+13Y）

に9大事！ （3X，3ツキ（3.0）（-3.0）

に全て（XX）の条件！



⇐>ドかに1 （xx）の は？-1とわかる...
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を直接考える。（がま）

讋鬆
壇書"い）キバが）で必要十

分条件"鸂遁！！！-.-黎！y...。よって、求める軌跡は
円がない（いは）=（1.0）に1，0）を除く）ーー a
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逆像法による考え 方

yを1つ決めてみる.発尼を

$
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存在する。その砂のYの必要十分条件は.I→ 順像法、逆像法という2つの見方がある。 T X - Y = 0 2次方程式の実数解のはない。

導入のみ...（本格的には次回の動画で） 早=ItY Z o E Y E . I
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〈例>y=が2Xの値域を求めよ。 よって、値域はYz-1a

#

順像法による考え方. ☆yを決めて.Xが存在する条件を考える。
一 l →結果として、yの条件が出てくる。（y→x）

→ Xを動かしてyの範囲を


